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１．目的 

円滑な工事の実施を図るためには，工事請負業者（以下，「施工者」という。）が設計図書

と現場の整合性や設計思想を十分に把握した上で工事を実施することが重要である。 

しかしながら，設計と施工を分離発注しているため，当該工事の詳細設計を担当したコン

サルタント（以下，「設計者」という。）と施工者が異なり，設計者の設計思想や施工上の留

意点が細部にわたって施工者に伝達されず，施工計画に施工の留意点等が適切に反映できな

い等，円滑な工事の実施に一部問題が生じている。 

そこで，発注者と施工者にて通常行われている協議の場に，設計者を加えることで，設計

思想及び設計・施工条件や施工上の留意点などの確実な伝達を行い，工事目的物の品質確保

及び円滑な工事の実施を目的に「三者協議会」を行うこととする。 

さらに，計画・設計・施工の各分野の技術的知識を相互に交換することで，それぞれの一

層の技術力向上と，施工者においては効率的な施工の実現，設計者においては成果品の品質

向上を目指すものとする。 

 

２．「三者協議会」を実施する工事 

福岡市が発注する公共工事（土木工事）のうち以下のいずれかに該当し，発注者が工事発

注時に必要と判断した工事を対象とする。 

（１） 構造計算を伴う重要構造物（橋梁等）を含む工事 

（２） 設計条件で不確定な要素を有している工事 

（３） 複雑な設計条件のある工事（地盤条件，水理条件，施工計画等） 

（４） 作業工程に制約のある工事 

（５） その他，発注者・設計者のいずれかが必要とする工事 

   ただし，工事発注後に施工者からの申し出があった場合については，協議のうえ，発注者

が必要性を判断し，実施することができるものとする。 

 

３．「三者協議会」の構成 

（１） 施工者：工事請負業者（現場代理人，監理技術者，担当技術者等） 

（２） 設計者：当該工事の詳細設計を実施したコンサルタント 

（３） 発注者：監督員，設計者，総括監督員等 

なお，設計者への費用の負担は，別紙－１のとおりとする。 

 

４．「三者協議会」の開催時期及び開催回数 

開催時期については，施工者による設計図書の照査及び現地調査が終了した時点とし，発

注者が調整を行い開催する。 

開催回数は１回とする。 

 

 

 



５．実施方法 

（１） 「三者協議会」の開催 

① 施工者は，工事受注後速やかに設計図書の照査及び現地調査を実施するとともに，

施工計画立案に際しての疑問点及び確認を要する事項を整理して，別紙（様式－２）

「工事着手前質疑書」を作成し，三者協議会の開催希望時期，照査結果及び疑問点

等を発注者に報告するものとする。 

② 発注者は，施工者から報告を受けた三者協議会の開催希望時期を基本として，出席

者の日程を調整し，開催する。 

なお，発注者は，施工者から報告を受けた照査結果及び疑問点等の内容について

確認し，設計成果に係るものは事前に設計者にその内容を伝えておくものとする。 

（２） 「三者協議会」の運営 

① 三者協議会の進行は，発注者（監督員）が行う。 

② 三者協議会での協議事項等は以下によるものとする。 

・ 施工者による，設計図書の照査結果及び疑問点等の報告 

        施工者は，設計図書の照査及び現地調査の結果を報告する。その際，設計図書

の不符合があれば，その箇所を示す。 

・ 発注者（必要により設計者）による，施工者の疑問点等に対する回答 

        発注者は，施工者からの質問内容に対する回答を行う。必要により，設計者が

回答する。 

・ 設計者による設計思想及び施工上の留意点等の説明 

        設計者は，設計思想及び施工上の留意点等を的確に説明し，また，施工者から

の質問内容や新たな質問等に回答する。 

・ 三者による施工上の留意点等の確認 

        三者協議会の出席者は，契約図書である設計図等と現場状況との整合性，設計

条件・思想及び施工上の留意事項について確認する。 

        協議した内容などの確認は，別紙（様式－２）「工事着手前質疑書」により行

う。なお，三者協議会により確認された事項について設計変更を要するものがあ

った場合，発注者・施工者・設計者の三者においてその責任範囲を明確にする。 

・ 設計，施工に係る意見交換 

        上記協議事項のほか設計・施工に係る事項について，新技術やコスト縮減に関

する提案等があれば意見交換を行う。 

 

６．実施結果の報告 

三者協議会の実施結果については，各所属にて別紙（様式－１）「三者協議会実施報告書」

を三者協議会実施後，速やかに作成し，写しを財政局技術監理部技術監理課へ提出するもの

とする。 

 

 



７．工事発注時の特記仕様書記載例 

 

第○○条「三者協議会」の開催 

本工事は，工事着手前に当該工事の請負者，その設計を担当したコンサルタント及び発注者が

参加する「三者協議会」を開催し，設計図と現場の整合性の確認及び設計思想の伝達を行う対象

工事である。 

請負者は，工事着手前に設計照査等を実施し，その結果を発注者に報告し「三者協議会」の開

催を要請するものとする。 

 

８．詳細設計等委託発注時の特記仕様書記載例 

 

第○○条「三者協議会」の開催 

 受注者は，本委託の成果による工事を実施するにあたり工事目的物の品質確保及び円滑な工事

実施を目的として，当該工事の施工者，設計者，発注者の三者による「三者協議会」を開催する

ことがあるため，発注者からの参加要請があった場合は協力すること。 

 なお，「三者協議会」への参加費用については別途，契約を締結するものとする。 





別紙－１ 
 

「三者協議会」に出席する設計者への費用負担について 

 
１．負担方法 

三者協議会に出席する設計者への随意契約を行い実施する。 
 
 
２．積算方法 

① 当初積算時に，１回分を計上 
② 打合せに要する費用の積算 

・ １回あたり主任技師０．５人と技師（Ａ）０．５人を計上するものとする。 
（諸経費は計上しない） 

③ 旅費交通費の積算 
・ 設計業務等標準積算基準書によるものとする。 

 
３．委託件名について 

委託件名については，「○○工事設計内容確認業務委託」とする。 
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様式－１

１．実施日 　　　　　

平成○○年○○月○○日

２．実施理由

３．出席者

区 分 所 属 名 ・ 会 社 名 職 名 氏 名

４．工事情報

工 事 件 名

請 負 者

予 定 価 格

契 約 金 額

履 行 期 間

５．委託情報

委 託 件 名

受 注 者

予 定 価 格

契 約 金 額

履 行 期 間

６．添付資料

工事着手前質疑書

発 注 者

設 計 者

施 工 者

三者協議会実施報告書

課　長 係　長 係　員
○○局○○部○○課





　工　事　名：

　請　負　者：

番号

様式－２

　工事着手前質疑書

回　　　答質　疑　事　項 備　　　考






